
 

 

 

 

３学期に入り、風邪や 

インフルエンザの人が増 

えてきました。冬は風邪 

の季節でもあります。 

栄養を十分にとって、 

風邪やインフルエンザに 

負けない丈夫な体をつく 

りましょう。 

 右記の食材を取り入れた 

食事を心がけてください。 

他人事ではなく、自分の体は 

自分で管理をし、健康状態を 

保ちましょう！ 

 

 

 

 

  学校給食が始まって今年で１２３年。学校給食の始まりは明治２２年 

（1889年）、山形県にある小学校で、家が貧しくてお弁当を持ってこ 

られない子どもたちのために食事を出したのが始まりです。その後、戦 

争による食料不足で中断された学校給食ですが、子どもたちの栄養不足 

が心配され、外国からの援助物資を受けて昭和２１年１２月２４日に東 

京、神奈川、千葉で再開されました。この日を記念して「学校給食感謝 

の日」と定められていましたが、その後、冬休みに重ならない１月２４日～３０日を「全国学校給食週間」

とし、学校給食の意義や役割について、理解や関心を深める週間となりました。 

 

 

     

 学校給食の始まりは、貧困児童を救うためのものでした。しかし、 

今では、栄養補給のほかにも、食品を選択する能力、食事のマナー、 

感謝の心、地域の食材や郷土食などについて学ぶ教材としての役割も 

あります。 

 給食を味わいながら、食に関する知識をどんどん身につけていきましょう。 

 

給食だより 

   平成２５年１月２４日      Ｎｏ．９ 

 

食べるだけでは 

もったいない！！ 



 

                

学校給食は、明治２２年に山形県鶴岡町忠愛小学校で、   戦後、栄養失調状態の子どもたちを救うためアメリカの 

貧しくて生活に困っている児童を対象に昼食を出した    民間団体からの援助物資（ララ物資）により、昭和２４ 

ことが始まりだとされています。             年１２月２４日に学校給食が再開されました。 

 

 

                

昭和３９年以降、学校給食に本格的に牛乳が取り入れ     アメリカからの寄贈小麦を使用したパン、ミルク、 

られるようになりました。                 おかずによる完全給食が８大都市で実施されました。 

 

 

 

米飯は、教育上有意義と考えられ、昭和５１年度以降は 

米飯給食が広がりました。                       （＠少年写真新聞社 給食ニュース No.1561） 

 

 

献立内容 

おにぎり、塩さけ、

菜の漬物 

献立内容 

ミルク（脱脂粉乳）、

トマトシチュー 

献立内容 

コッベパン、ミルク

（脱脂粉乳）、ポター

ジュスープ、コロッ

ケ、せんキャベツ、

マーガリン 

献立内容 

ソフト麺のカレー

あんかけ、牛乳、 

甘酢あんかけ、果物

（黄桃）、チーズ 

献立内容 

カレーライス、牛乳、

塩もみ、果物（バナナ）、

スープ 

 

「生きた教材」として給食の時間や各教科

等と関連して指導が行われたり、バランス

のよい学校給食が子どもたちの心身の健

康を支えたりする役割があります。 


